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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年2月4日(2010.2.4)

【公表番号】特表2009-520871(P2009-520871A)
【公表日】平成21年5月28日(2009.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2009-021
【出願番号】特願2008-547485(P2008-547485)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 210/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/09     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/02     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 210/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/09    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/26    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/02    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  65/02    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月11日(2009.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アイオノマーとカリウムイオンとを含む組成物であって、前記アイオノマーが前記組成
物の静電荷蓄積を減少させるのに有効な量で存在し、カリウムイオンの量が前記アイオノ
マーの重量の約０．０１～約５％、約０．１～約５％、または約０．５～約４％、または
約１～約３％の範囲にあり、前記アイオノマーがその相当する酸コポリマー中のカルボン
酸またはその一部をナトリウムイオン、亜鉛イオン、マグネシウムイオン、またはそれら
の２つ以上の組み合わせで中和され、そしてカルボン酸の約１～約７０％がナトリウムイ
オン、亜鉛イオン、マグネシウムイオン、またはそれらの２つ以上の組み合わせで中和さ
れている組成物。
【請求項２】
　前記アイオノマーがエチレン酸コポリマーから製造され、前記アイオノマーが約１～約
５０重量％の前記酸コポリマーと、場合により、約１～約５０重量％のエチレン・アルキ
ル（メタ）アクリレートコポリマーとを含むかまたはそれらから製造され、そして前記ア
ルキル（メタ）アクリレートがメチルアクリレート、エチルアクリレート、メチルメタク
リレート、エチルメタクリレート、プロピルアクリレート、プロピルメタクリレート、ブ
チルアクリレート、ブチルメタクリレート、ペンチルメタクリレート、ペンチルアクリレ
ート、２－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、ラウリル
アクリレート、ラウリルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒド
ロキシエチルメタクリレート、グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート、グ
リシジルビニルエーテル、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含み、そしてアルキル
基が線状または分岐アルキル基を含む請求項１に記載の組成物。
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【請求項３】
　３６個より少ない炭素原子を有する１つ以上のカルボン酸、またはその塩をさらに含む
組成物であって、前記酸がカプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリル酸、ステアリ
ン酸、イソステアリン酸、ベヘン酸、エルカ酸、オレイン酸、リノール酸、またはそれら
の２つ以上の組み合わせを含み、組成物中の酸基の８０％超、または１００％が金属イオ
ンで中和されている請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の通りであるアイオノマーをカリウムイオンと接触
させて帯電防止組成物を製造する工程を含む方法。
【請求項５】
　組成物を含むかまたはそれから製造された物品であって、前記物品がフィルム、シート
、多層フィルム、多層シート、または造形品を含み、前記造形品がトレイ、コップ、ボト
ル、キャップ、蓋、ブリスター・パック、任意の容器、床仕上材、またはそれらの２つ以
上の組み合わせを含み、前記組成物が請求項１～３のいずれか一項に記載の通りである物
品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１０

　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　アイオノマーとカリウムイオンとを含む組成物であって、前記アイオノマーが前記組
成物の静電荷蓄積を減少させるのに有効な量で存在し、前記アイオノマーがその相当する
酸コポリマー中のカルボン酸またはその一部をナトリウムイオン、亜鉛イオン、マグネシ
ウムイオン、またはそれらの２つ以上の組み合わせで中和され、そしてカルボン酸の約１
～約７０％がナトリウムイオン、亜鉛イオン、マグネシウムイオン、またはそれらの２つ
以上の組み合わせで中和されている組成物。
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2.　前記アイオノマーがエチレン酸コポリマーから製造される上記１に記載の組成物。
3.　前記アイオノマーが約１～約５０重量％の前記酸コポリマーと、場合により、約１～
約５０重量％のエチレン・アルキル（メタ）アクリレートコポリマーとを含むかまたはそ
れらから製造され、そして前記アルキル（メタ）アクリレートがメチルアクリレート、エ
チルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、プロピルアクリレー
ト、プロピルメタクリレート、ブチルアクリレート、ブチルメタクリレート、ペンチルメ
タクリレート、ペンチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘ
キシルメタクリレート、ラウリルアクリレート、ラウリルメタクリレート、２－ヒドロキ
シエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、グリシジルアクリレート
、グリシジルメタクリレート、グリシジルビニルエーテル、またはそれらの２つ以上の組
み合わせを含み、そしてアルキル基が線状または分岐アルキル基を含む上記１または２に
記載の組成物。
4.　カリウムイオンの量が前記アイオノマーの重量の約０．０１～約５％、約０．１～約
５％、または約０．５～約４％、または約１～約３％の範囲にある上記１に記載の組成物
。
5.　３６個より少ない炭素原子を有する１つ以上のカルボン酸、またはその塩をさらに含
む組成物であって、前記酸がカプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリル酸、ステア
リン酸、イソステアリン酸、ベヘン酸、エルカ酸、オレイン酸、リノール酸、またはそれ
らの２つ以上の組み合わせを含む上記１～４のいずれか一項に記載の組成物。
6.　組成物中の酸基の８０％超、または１００％が金属イオンで中和されている上記５に
記載の組成物。
7.　上記１～６のいずれか一項に記載の通りであるアイオノマーをカリウムイオンと接触
させて帯電防止組成物を製造する工程を含む方法。
8.　組成物を含むかまたはそれから製造された物品であって、前記物品がフィルム、シー
ト、多層フィルム、多層シート、または成形品を含み、前記成形品がトレイ、コップ、ボ
トル、キャップ、蓋、ブリスター・パック、任意の容器、床仕上材、またはそれらの２つ
以上の組み合わせを含み、前記組成物が上記１～６のいずれか一項に記載の通りである物
品。
9.　成形品であり、そして化粧品、粉末食品医薬、飲料、ジュース、ミルク、肉、チーズ
、魚、鶏肉、ナッツ、コーヒー、ソース、シチュー、乾燥果実、食品ペースト、スープ、
スープ濃縮物、スパイス、香辛料、パーソナルケア製品、香料、電子部品、化学薬品、ま
たはそれらの２つ以上の組み合わせを含む上記８に記載の物品。
10.　トレイ、コップ、ボトル、キャップ、蓋、ブリスター・パック、容器、化粧品ケー
ス、家庭電化製品のハウジングもしくは他の部品、またはそれらの２つ以上の組み合わせ
を含む射出成形品を含む上記８に記載の物品。
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